
平成 26 年度放射薬学教科担当委員会議 議事録 

 

日時： 平成 27年 3月 28 日（土） 

     12 時 10 分 〜 13 時 10 分 

場所： 神戸学院大学 B号館 B105 室 

 

議題：  

１． 国家試験問題について 

放射薬学関連国家試験問題検討ワーキンググループの加藤真介先生(横浜薬科大学)より、

今年度国家試験における放射薬学関連問題が 4題(必須 2 題、一般 2題)あったことが報告さ

れ、その後、会場から国家試験問題に対する意見などが出された。 

国家試験問題に関する主なコメントは以下の通りであった。 

(a) 放射線に関する一般的な知識は、薬剤師にとって不可欠であり、第 100回薬剤師国家試験

において基礎的な問題が出題されている。特に実践薬学としての放射性医薬品に関する設

問は、現在の臨床現場における薬剤師の役割の変化にも対応しており、今後も、こうした問

題の出題が望まれる。 

(b)問 3について： 

 「放出されるγ線が診断に用いられる」ものとして 201Tlを正解としているが、当該核

種を用いた画像診断は特性 X線の検出により行われている。実際にはγ線も同時に測

定されているものと考えられるが、受験生を混乱させるおそれのある不適切な表現で

ある。またこのような診断原理に関する内容が、物理・化学・生物の必須問題として

適当かどうか疑問である。 

(c)問 243について： 

 選択肢 1の「組織荷重（加重）係数は、20」と選択肢 2の「低 LET（線エネルギー付

与）放射線」は相反する内容であり、いずれかが誤りであることは明白である。より

適切な選択肢の設定が望まれる。 

２． 放射薬学系講義および実習実施予定状況に関する調査結果について：新しいコアカリ実施

に向けて 

薬学教育協議会放射薬学教科担当委員会が日本アイソトープ協会 ライフサイエンス部会薬

学・薬理学研究専門委員会と共同で、各大学薬学部、薬科大学に対して、コアカリ改定後の

放射薬学系講義および実習の実施予定状況に関するアンケート調査を平成 26 年 11 月

～平成 27年 1月の期間に実施し、その結果に関する報告があった。主な内容は以下の

とおりである。 

(a) 70大学に送り、50大学から回答があった(回収率 71％)。 

(b) 講義に関しては講義数、スタイルがこれまでと変わらないというところがそれぞ

れ 74，72％であった。講義時間は 10 時間～20 時間、20 時間～30 時間がそれぞれ



43、35％であった。また、実施時期は 2 年生前期～3 年生後期の間にほとんどの大

学で行われており（ｃ）、2年生後期が最も多かった。 

（ｃ） 実習に関しては、実施する予定が 64％、実施の予定がない大学が 34％であった。この

状況は現状と変わらず、実習を現在行っている大学はそのまま実施、行っていない大学は

必要性があると考えていても改定後も行うことができないということであった。なお、実施の

予定がない大学での実施しない理由については、カリキュラムに余裕がない、SBO に実習

の項目がない、施設がないなどが主なものであった。 

(d) 薬学教育での放射関係の教育の必要性は、回答された全大学で必要ありとのことであり、

更に講義と実習を兼ねて行うことの必要性を 70％の大学が重要であると回答した(30％の

大学は講義は必要であるが、実習実際上できないということであった)。 

３．次回の紹介  

 開催時期：2016 年 3月 26 日～29 日 

 開催場所：パシフィコ横浜 

 世話大学：北里大学薬学部 (横浜薬科大学) 

 

 


